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土樽保育園のゆり組さんも渡り初め

2組の三代夫婦による渡り初め′

神立小学校の鼓笛隊も開通式に花を添えました
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東
橋
竣
工
開
通
式
が
、
８
月
２３

日

（月
）
、
東
橋
付
近
の
特
設
会
場

で
、
約
８０
人
の
来
賓
の
出
席
に
よ

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
１１
時
か
ら
の
交
通
安
全
祈

願
祭
の
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
く
す

玉
開
披
な
ど
が
行
わ
れ
、
南
雲

博
さ
ん

（小
坂
と
二
代
夫
婦
、
南
雲

晴
雄
さ
ん
（原
ど

一代
夫
婦
に
続
き
、

来
賓
等
多
数
の
皆
さ
ん
が
渡
り
初

め
を
し
ま
し
た
。

な
お
、
そ
の
日
の
午
後
５
時
に

「東
橋
」
は

一
般
開
放
さ
れ

い
ま
し
た
。　
　
つ

瀾
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漑
織
廣
田
南
雲

．弱
歳
田
村
南
雲
南
雲
須
藤
高
橋
高
井
９５
歳
半
澤
田
村
角
谷
小
野
高
橋
森
下
辻
本
釧
持
財
識
樋
口
冨
沢
腰
越
中
村
梅
沢
富
沢
山
本
高
橋
田
歳
南
雲

マ
サ
ム
メ
ノ

ヤ
ス
イ

ハ
ル
エ

一日
一
勝
治
郎

竹
野
タ

カ

ナ

カ

塚
　
サ
ト

チ
カ
マ
ツ
ノ

や
よ
フ
ジ

松
子
佑行
日日

ス
ミ
ヽ

マ
サ
八
郎
治

ヨ
シ
イ

ヨ
シ

チ

ョ
ノ

（谷
地
）

（古
野
三
）

（原
）

（
一
之
町
）

（湯
元
）

（田
中
）

（田
中
）

（楽
町
）

（中
里
）

（谷
後
）

（小
坂
）

（上
熊
野
）

（堰
場
）

（土
樽
）

（堰
場
）

（中
里
）

（小
坂
）

（幅
下
）

（浅
貝
）

（
二
居
）

（堰
場
）

（古
野
三
）

来
原
高
井
池
田
宮
下
渡
追
南
雲
半
沢
高
橋
齢
農
富
沢
南
雲
山
岸
高
橋
士
口
雨囲

林林高
野
原
澤
中
村
剣
持
井
熊
茂
野
田
村
林乙
川
官
下
南
雲

ト

ラ
ジ

キ

サ

キ

ク
ノ

ミヽ
ョ

芳
信
カ
ヲ
ル

金

一
郎

節
子

寅
数
ノ
ブ
カ

ノ
ヨ
キ
シ
ヅ

ト
キ
ア
サ
子
喜
多
郎

フ
サ
久
平
三
男
造

光
子
し
げ
ト

シ

ハ
ギ
ノ
ハ
ル
ヱ

ウ

メ
ノ

ヨ

不ヽ

全

之
町
）

（栄
町
）

（〓
一担状
一
一）

（七
谷
切
）

（上
中
）

（小
坂
）

（田
中
）

（湯
元
）

（
一
一臣摘
）

（小
坂
）

（原
新
田
）

（堰
場
）

（堰
場
）

（愛
宕
）

（下
中
）

（添
名
）

（駅
通
）

（谷
地
）

（中
子
）

（堰
場
）

（堰
場
）

（谷
地
）

（堰
場
）

（諏
訪
）

（七
谷
切
）

（
一
之
町
）

ョ
シ
ノ

ケ

ン

輝
子
ア
サ
オ

タ
ケ
ジ

藤
作
豊
栄

心
き
子

ョ
シ
ノ

キ
ク
ヨ
不ヽ

ヨ
キ
子

悦サ
ホ
隆
保
弁キ
ヨ

幸
三
八
重
子

壽
美

（平
沢
）

（戸
沢
）

（楽
町
）

（古
野

一
）

（原
）

（原
新
田
）

（西
中
）

（中
里
）

（
一
之
町
）

（原
新
田
）

（原
）

（堰
場
）

（芝
原
）

（原
新
田
）

（上
熊
野
）

（諏
訪
）

（上
中
）

（滝
沢
）

（宮
林
）

（湯
一も

９
月
２０
日
は
敬
老
の
日
で
す
。

ご
長
寿
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年

８
月
末
現
在
、
湯
沢
町
内
に
居
住

さ
れ
て
い
る
９０
歳
以
上
の
人
は
１

１
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ス

イ

ト

ヨ

岡
村
　
ト
ク

宮
下
　
培
策

（堰
場
）

（小
坂
）

（堰
場
）

（堰
惨

（堰
場
）

（下
熊
野
）

（
一
之
町
）
ャ

ト

ヨ

イ

ト

ク

ラ

ミ

カ

サ
ワセ
ツ
安
治
童
二

郎

榮
次

喜
作
ト

メ

友
子
キ
ク
ケ
サ
子

政
孝
キ
ノ

（小
原
）

（西
中
）

（七
谷
切
）

（平
沢
）
、

（堰
場
）

（堰
場
）

（八
木
沢
）

（楽
町
）

（駅
通
）

（堰
場
）

（滝
ノ
又
）

（宮
林
）

（中
呈
）

（土
樽
）

（戸
沢
）

（添
名
）

腰 矧 角 南 南 笛 橋 南 高 97田 南 高 98
越 持 谷 雲 雲 田 本 雲 橋 燈 本寸雲 岡 織

政 善 ス ハ 晴 シ 久 シ ウ  モ サ ノ
榮 正 ミ ル 政 ヅ 子 ゲ メ  ト ダ ブ
エ      オ

99
歳

武 上 期 原 南 井 並 92高 高 有 酒 星 角 笛 岡 南
井 村 持 沢 雲 熊 木 歳 橋 橋 馬 井  谷 田 田 雲

（谷
地
）

（原
新
田
）

（古
野
三
）

（堰
場
）

（西
山
）

（滝
ノ
又
）

（堰
場
）

（土
樽
）

（滝
ノ
又
）

ス
ヽヽ
ヽ
　

（西
山
）

長
田
　
ツ
ル
　
　
（宮
林
）

陽
田
　
ケ
サ
　
　
（堰
場
）

井
熊
　
サ
キ
　
　
（楽
町
）

南
雲
　
フ
ク
ノ
　
（中
子
）

高
井
　
ア
キ
　
　
（上
樽
）

樋
ロ
　
ヤ
ス
尾
　
（西
山
）

和
久
井
　
キ
ク
イ

（諏
訪
）

栗
原
　
フ
ヨ
　
　
（布
場
）

森
下
　
ヨ
キ
ノ
　
（大
島
）

内
山

・キ
ユ

　

（古
野

こ

藤 立 芳 宮 高 樋 市 角 戸 今 南 南 南 90田 南 南 南 佐 笛 白
本 柄 川 澤 橋 口 川 谷 田 村 雲 雲 雲 歳 村 雲 雲 雲 藤 田 井

※
年
齢
は
平
成
１６
年
９
月
１

日
現
在
。
大
正
３
年
８
月

３‐
日
以
前
生
ま
れ
の
方
を

掲
載

（敬
称
略
）
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
お
名
前
を
類
似
文

字
で
表
記
し
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

広報ゆざわ H16.9,12  (2)



越後湯沢秋桜ハーフマラソン開催に伴う

交通事見制のお知らせ

コスモス

９
月
２６
日
（日
）
、
「
２
０
０

４
越
後
湯
沢
秋
桜
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
」
が
中
央
公
園
陸
上

ギ

競
技
場
を
メ
イ
ン
会
場
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

開
催
に
伴
い
、
］石
原
橋
～

大
野
原
橋
及
び
ナ
カ
シ
ン
文

具
前
～
楽
町
交
差
点
前
に
お

い
て
交
通
規
制
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。【間
い
合
わ
せ
】

産
業
観
光
課

砒
７
８
４

・
４
８
５
０

岩原橋～大野原橋ナカシン文具前～楽町交差点前
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新
潟
県
知
事
選
挙

投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
１０
月
執
行
予
定
の
新
潟
県
知
事

選
挙
に
つ
い
て
の
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

湯
沢
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

（日
本
国
民
で
あ

り
、
満
２０
歳
以
上
で
引
き
続
き
３

ヵ
月
以
上
湯
沢
町
に
住
所
を
有
す

る
人
）
な
ら
誰
で
も
立
会
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
期
日
前
投
票

（予
定
）

１０
月
１
日

（金
）
～
１０
月
１６
日

（土
）

。
投
票
日

（予
定
）

１０
月
１７
日

（日
）

【募
集
人
員
】

′
期
日
前
投
票

・
１
日
ご
と
い
２
人

投
票
日

■
各
投
票
区
ご
と
に
２
～
３
人

【勤
務
時
間
】

期
日
前
投
票
…
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
８
時
３０
分

投
票
日
…
…
…
午
前
６
時
４５
分
～
午
後
８
時
１５
分

【報
酬
額
】

中
期
日
前
投
票
…
１
２
，
７
３
０
円

（税
引
き
後
）

投
票
日
…
…
…
１
４
，
４
４
０
円

（税
引
き
後
）

※
期
日
前
投
票
期
間
中
及
び
投
票
日
は
、
昼
食
及
び
夕
食
は
選
挙
管

中

理
委
員
会
で
用
意
し
ま
す
。
た
だ
し
、
昼
食
は
実
費
負
担
と
な
り
ま

中

す
。

【
申
込
】

９
月
１７
日

（金
）
ま
で
に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（郵
送

可
）
申
込
書
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。
電
話
で
の
申
し
込

中

み
も
受
け
付
け
ま
す
。

た
だ
し
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

【問
い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会

（総
務
課
内
）

硼
７
８
４

●
３
４
５
１

●
●
一
了

め ,

乗町会館

0案内看板

電邁行止及び一方通行
平成 18年9月 26.日
10:80～ 12:50
(殿鍵うンケーが理過及第
墨看とを纂醸とヽたします.)

Iぶ

14:00議で
Iため,´

ニスコー 盈

大簿厳橋～
レー

7

rヽ｀`
a
牟

野球婦

●案内看板

運 行 止
平競16年9月ぞG日
9:00～ 13:49
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新
潟
県
外
国
人
観
光
客
受
入
体
制
整
備
モ
デ
ル
事
業

「よ
う
こ
そ
Ｙ
ｕ
ｚ
ａ
ｗ
ａ
　
笑
顔
で
ウ
エ
ル
カ
ム
…
」

も

な
し

外
国
人

・
日
本
人
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
観
光
客
ガ
訪
れ
る
町
の
魅

力
は
何
な
の
で
し
よ
う
か
？

お
も
て
な
し
の
心
な
ど
、
湯
沢

町
と
の
違
い
を
考
え
て
み
ま
し
よ

つヽ
。

○
講
師

【第
１
部
】

市
村
　
良
三
　
氏

（長
野
県
小
布
施
町
‥
佛
小
布
施

堂
代
表
取
締
役
副
社
長
、
ア
生
フ
・

小
布
施
代
表
取
締
役
社
長
）
・

【第
２
部
】

中
川
　
不
二
雄
　
氏

（石
川
県
金
沢
市
‥
金
沢
グ
ツ
ド

ウ
ィ
ル
ガ
イ
ド
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
会

長
）
○
期
日
９
月
２９
日

（水
）

○
日
程

・
受
付
年
後
１
時
～

・
第
１
部

年
後
１
時
３０
分
～
３
時

。
第
２
部

年
後
３
時
１０
分
～
４
時
４０
分

○
会
場
湯
沢
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
ホ
テ
ル

Ｏ
参
加
費

無
料

○
参
加
資
格

町
内
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

る
方

（中
学
生
以
上
）

○
主
催
湯
沢
町
観
光
協
会

Ｏ
申
込
締
切

９
月
２０
日

（月
）

○
間
い
合
わ
せ

湯
沢
町
観
光
協
会

砒
７
８
５

，
５
５
０
５

鵬
７
８
５
ｏ
５
３
３
３

※
詳
細

・
申
込
書
に
つ
き
ま
し
て

は
、
９
月
１１
日

（土
）
の
新
聞
折

込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

《
今
後
の
予
定
》

◆
第
６
弾
　
１０
月
１３
日

（水
）

ポ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
実
地
研
修
会

◆
第
７
弾
　
１０
月
２３
日

（上
）

異
文
化
交
流
会

に
二
一一一一・・・一一一一一一・・・二
一一一一・・・二
一一一一一・・・一一一一一卒・・・一一一一一・・一一一一一一一・・・一一一一一一・・・一一一一一一・・・・一一一一一一・・二
一一一一一・・二
一一一一・・・一一一一一一一・一二
一一一一一・・一一一一一一・・・二
一一一一一・一一一一一一一・・一一一一一一一一・一一一一一一一・・・二
一一一一一一一一一一一一一一二
一一一一一一一・一二
一一一一一・・一一一一一一・・一

J‖ ⅢⅢl‖ Ⅲ‖‖Ⅲ‖‖

“
“
‖H“ⅢⅢl‖ ⅢⅢl‖ |

手
打
ぢ
へ
ご
Ｖ
パ
諾
習
会

参
加
者
募
集

心
の
相
談
会
の
ご
案
内

越
後
湯
沢
手
打
ち
へ
ざ
ソ
バ
保
存
会
で
は
、
手
打
ち
ソ
バ
の
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
自
然
食
「
ソ
バ
」
を
趣
味
と
し
て
習
得
さ
れ

た
い
方
や
今
後
へ
ぎ
ソ
バ
保
存
会
の
活
動
に
協
力
い
た
だ
け
る

方
な
ど
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
講
習
会
は
１
日
で
終
了
し
ま
す

小
出
ほ
ん
だ
病
院
の
精
神
科

医
師
に
よ
る
心
の
相
談
会
が
あ

り
ま
す
。
ご
本
人
で
も
、
ご
家
族

の
方
で
も
け

っ
こ
う
で
す
。
事
前

に
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

相
談
に

つ
い
て
は
固
く
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
ま
す
の
で

ご
安
心
く
だ
さ
い
。
相
談
料
金
は

無
料
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
医

師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

が
、
複
数
受
講
も
可
能
で
す
。

【日
時
】

９
月
１６
日

（木
）

９
月
３０
日

（木
）

〉
１０
月
１４
日

（木
）

１０
月
２８
日

（木
）

１１
月
１１
日

（木
）

１１
月
２５
日

（木
）

【時
間
】

年
後
７
時
～
９
時

【△
な
慢物
】　　　
　　　
　　　
ヽ

体
験
工
房

「大
源
太
」

【内
容
】

【内
容
】

Ｏ
最
近
眠
れ
な
い
日
が
続
く

○
気
分
が
す
ぐ
れ
ず
、
や
る
気
が

お
き
な
い

○
お
酒
に
つ
い
て
の
問
題

Ｏ
行
動
が
お
か
し
い

○
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て

な
ど

【日
時
】

９
月
３０
日

（木
）

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

【会
場
】

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【申
込

・
問
い
合
わ
せ
】

保
健
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ

７

８

４

・

３

１

４

９

講
師
の
説
甥
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
添

っ
て
手
打
ち
ソ
バ
を
作
り

ま
す
。
打
ち
上
が
っ
た
ソ
バ
は
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

【参
加
費
】
　
　
　
　
　
　
　
　
ャ

ー
，
０
０
０
円

（当
日
持
参
く
だ
さ
い
。
）

※
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
等
を
持
参
く
だ
さ
い
。

【申
込
締
切
】

前
日
の
年
後
５
時
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【主
催
】

越
後
湯
沢
手
打
ち
へ
ざ
ソ
バ
保
存
会

【申
込

・
間
い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
観
光
協
会

砒
７
８
５

・
５
５
０
５

一一一一一・・・・一一一一一一・一・一一一一一・・一二
一一一一一一一

I  II I11 l1 111 11 1 1 11 11 11 1,I1111111 11 ‖I I III
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一一一一・・・二
一一一一一一一二
一一一一一一一一一一一一一一・・一一一一一一・・・二
一一一一一・・・一一一一一一・・二
一一一一・・・一一一一一一・・・二
一一一一一一一二
一一一一・〓́
二
一一一一刊
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の全国交通安全運動
9月 21H(火)か ら9月 30H(木)ま で

◎運転者は

交差点や横断歩道付近に限らず、

どこでも「高齢者ガ横断するか

もしれない」という心構えで速

度を落とし、周囲の安全に注意

を払いましよう。

高齢者の交通事故防止

◎家庭では

高齢者の行動特性をよく理解し、

身近に起きた事故などについて二

話し合い、家族ぐるみで正しい

交通マナーを実践しましよう。

◎地域 。職場では

関係機関・団体等と一体となつ

て二、地域の交通安全点検を行い、

高齢者の視点にたつて危険箇所

を把握するなど、地域の交通安

全意識を高め、高齢者を事故か

ら守りましよう。

◎地域・職場では

夕暮れ時や夜間など忙しさや疲

労により、注意力が散浸になる

時間帯の運転をなるべく避ける

など、無理のない運行計画を立

て:、 職場ぐるみで事故防止気運

を高めましよう。

◎運転者は

ダ暮れ時や荒天時は、スピード

を落とし、早めのライト点火Uに

心ガけ、歩行者等の早期発見に

努めるほか、自分の存在を周囲

に早めに知らせましよう。

夕暮れ時こ夜間の交通事旅防止

◎家庭では

夜間外出の際は、家族ぐるみで

明るい服装と反射材の活用に努

め、ドライバーに自分の存在を

早めに知らせ、交通事故から身

を守りましよう。

シートベfb卜と千ャイrとドシートの正しbl者円の徹底

◎運転者は

後部座席でシートベルトをして

いなかつたために車外放出する

ケースが多<あ ります。後部座
席の同乗者にもシートベlし卜を

装着させるように努めましよう。

◎家庭では

子どもを「抱つこ」「おんぶ」で

乗車することの危険性を認識し、

正しくチやイルドシートを使用

し、子どもの安全確保を図りま

しよう。

◎地域 。職場では

地域や職場で、シートベルトや

チ櫂イルドシートのデ曰=用方法に

ついての講召会を開催するなど

して、正しい着用の促進に努め

ましよう。

魚
沼
地
区
動
物
愛
護
推
進
大
会
＆

動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
■

魚
沼
地
区
動
物
愛
護
推
進
大
会
＆
動
物

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
湯
沢
町
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

動
物
愛
護
精
神
の
普
及
、
啓
発
に
よ
り
、

健
常
者
だ
け
で
な
く
障
害
者
や
子
供
及
び

お
年
寄
り
も
動
物
た
ち
と
楽
し
く
仲
良
く

暮
ら
し
、
優
し
さ
と
潤
い
の
あ
る
地
域
づ

く
り
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
飼
育
者
の
動
物

に
対
す
る
愛
護
と
適
正
な
飼
養
に
つ
い
て

の
理
解
及
び
参
加
者
の
動
物
に
対
す
る
理

解
と
動
物
愛
護
、
生
命
の
尊
重
の
涵
養
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
市
３
郡
の
市
町

村
、
動
物
愛
護
協
会
、
新
潟
県
、
魚
沼
獣
医

師
会
ガ
中
心
と
な
り
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
が
、
湯
沢
町
で
は
初
め
て
の
開
催
と
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
時
９
月
２０
日

（月

・
敬
老
の
日
）

年
前
１１
時
３０
分
～
年
後
３
時

０
会
場
湯
沢
中
央
公
園
陸
上
競
技
場

０
内
容
　
　
　
　
　
　
。

し
つ
け
教
室
、
警
察
犬
・災
害
救
助
犬
の

模
範
演
技
、
犬
ぞ
り

・
ア
ジ
リ
テ
ィ
ー

・

フ
リ
ス
ビ
ー
ド
ツ
ク
・純
粋
犬
の
紹
介
、
盲

導
犬
の
紹
介
、
ポ
二
十
乗
馬
、
動
物
な
ん
で

も
相
談
な
ど

０
間
い
合
わ
せ

住
民
課
環
境
生
活
係

Ｒ
７
８
４

・
３
４
５
３

(5)



アリ・―ナ無料開放
ゲーム感覚で簡単に楽しめるニユースポーツこ卓球 4台、

バドミントン 2面ガてきまづ。申込不要、当日受付してくださ
い。

【日時】 10月 2日 仕 )13:00～ 17:00
【会場】 力んチヤーセンターアリーナ

《ニユースポーツの内容》

◎スポレツク・ビツ
`フ

ルボール・・・       ・

スポンジや穴あこポー)しを使うテニスのようなゲーム

◎フリープロー・・・

有酸素運動に適したスポーツ安全吹き矢

◎グランドゴ
'し

フのお試しミニコース

※卓球、バドミントンのラケツト、シヤトル、ポー)しは有料で

すので、用具をお持ちの方はご持参ください。

湯iR中央公回
スポ中〕V応播週間
10日

'日

～7日

スポーツの秋、テニス、トレーニングの他に、

今人気の健康法であるヨーガと太極拳を講座
にしてみました。この機会に、どのようなもの
か、ぜひ体験してみてください。

各講座、教室、講習会の参加費は無料です。

ヨーガ体験講座
【日時】 10月 1日 (金)19:00～ 20:30

10月 2日 仕)10:00～ 11:30
両日とも参力CO Kてg

【対象】 老老男女を間いません。
また、身体ガ堅くても大丈夫です。

【語8雨】 広池秋子ヨーガ健康法師範

囲村 ノフイ氏 (塩沢町在住)
【会場】 カルチヤーセンター

【服装】 体を締め付けない動きやすい服装

【持ち物】バスタフT)し、汗拭こ夕,有ル

テエス体験教室   r
テニスガ初めこの方、ちよつとやつてみようかなと思つて

いた方、気軽に参力8してみてください。

【日時】 10月 2日 徹 )10:00～ 12:00
【対象】 となたてもOKです。    

‐

※ラケツトのない万も大丈夫、無料てお貸しします。

【講師】 湯沢町テニス協会

【会場】 湯沢中央公園雨テニスコート

太極拳体験講座

【日時】 10月 3日 (日)10:00～ 12:00
【対象】 年齢、体力に関係なく、と:なたても大文夫です。

【講師】 (抒す)全日本大種1拳協会上級総合コーテ
本固 明美氏 (六日町在ω

【会場】 カルチヤーセンター

【服装】 動きやすい服装

【持ち物】室内シユーズ、汗拭こダオチし

トレーエング講習会
正しtヽストレツチの方法から、サーキツトトレーニン

`フ

・
、

そして器具を鳥tヽた筋カトレーニングまで !

【日時】 10月 3日 (日)14:00～ 16:00
【対象】 中学生以上

【会
'易
】 カルチヤーセンター

【服装】 動きやすい服装

【持ち物】室内シユーズ、汗拭き,オ′し

》

●湯沢カルチャーセンター

トレーニング会員券 (10月 1日 ～ 7日 )

3ヵ 月券 大人 1200円⇒ 1000円
6ヵ 月券 大人 2200円⇒ 2000円
※高校生、中学生の会員券も割引の対象になります。

0レ ジャープール「オーロラ」
入場料 (10月 2日・3日 )

大人 900円 ⇒ 500円
子供 500円 ⇒ 300円

●湯沢中央公園 グランドゴルフコース
1ラ ウンド (10月 1日 ～ 7日 )

大入 800円 ⇒ 500円
子供 500円  ⇒ 300円
※ 1ラ ウンドは 16コース (芝)です。

,,

ヽ
｀

【申込方法】

9月 30日 (木)までに参加者の氏名、住所、電話番号、年齢

を、電話、FAX、 カルチヤーセンター窓□のいずれかで申し
込んでください。

【申込・間い合わせ】

(財)潟沢町都市施設公社 (カルチヤーセンター内)
Te1 784- 151l  PЦ  785-6911

ヽ
｀

ι
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室
活
習
慣
亀
見
薗
し
冒

健
顧
づ
く
切
に

鯉
も
う

●
豊
か
な
食
生
活
を
送
ろ
う

が
ん
、
ムヽ
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
の

生
活
習
慣
病
は
、
食
生
活
と
が
関

係
が
深

い
疾
病
で
す
。
食
生
活
の

問
題
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
過

剰
摂
取
、
脂
防

エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率

の
増
加
、
塩
分
の
過
剰
摂
取
、
カ
ル
，

シ
ウ
ム
の
摂
取
不
足
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
私
た
ち

一
人

一
夫
が

米
養

に
関
す
る
工
し

い
知
識
を
身

に
付
け
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
楽
し
み
な
が
ら
と
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

０
意
識
的
に
体
を
動
か
す
習
慣
を

運
動
に
は
生
活
習
慣
病
の
予
防

以
外
に
も
、
体
力
づ
く
り
や
ス
ト

レ
ス
解
消
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
運
動
習
慣

者

（―
回
３０
分
以
上

の
運
動
を
週

２
回
以
上
実
施
し
、
十
年
以
上
持

続
し
て
い
る
人
）
は
、
野
，
７
％

（厚

生
労
働
省

‥
平
成

１４
年

「国
民
米

養
調
査
し

と
３
割
に
も
満
た
な

い

の
が
現
実
で
す
。

生
活
の
中
で
無
理
な
く
運
動
を

続
け
る
こ
と
で
、
健
康
は
維
持
で

き
ま
す
。
例
え
ば
―
回
３０
分
以
上
、

週
２
回
以
上
を
目
標

に
、
息
が
は

ず
む
程
度
の
ス
ピ
ー
ド
で
歩
く
な

ど
の
運
動
は
手
軽

に
行
え
て
お
勧

め
で
す
。

●
疲
労
は
た
め
込
ま
な
い

ふ
だ
ん
か
ら
、
肉
体
的
な
疲
労

を
感
じ
て
い
る
人
は
６‐

３
％
、
精

沖
的
な
疲
労
を
感
じ
て
い
る
人
は

５５
．
０
％

（内
閣
府
。平
成
１６
年

「体

力

・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
世
論
調

査
し

と
、
と
も
に
過
半
数
を
超
え

て
い
Ｆ
す
。
こ
の
よ
う
な
疲
労

の

蓄
積

が
健
康

を
損

な
う
原
因

と

な

っ
て

い
る
の
で
す
。
疲
労
回
復

に
は
、
何
よ
り
も
十
分
な
休
奏

が

覺
妥
で
す
。
特

に
睡
眠
不
足
は
大

故
。
快
適
な
睡
眠
の
た
め
に
、
就
寝

前
の
ア
ル
コ
ー
ル
や
カ
ァ
ゴ
イ
ン

の
摂
取
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

０
喫
煙
は
万
病
の
元

た
ば
こ
の
煙
に
は
約
４
十
種
類

以
上
も
の
化
学
物
質
が
含
ま
れ
て

お
り
、
喫
煙
者
は
た
ば
こ
を
吸
わ

な

い
人
に
比
べ
、
が
ん
、
虚
血
性
趙

疾
患
、
肺
気
腫
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

病
気

に
な
る
可
能
性
が
高

い
と
報

告
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
最
近
で

は
、
覧
動
喫
煙
に
よ
る
健
康

へ
の

恙
影
響
も
問
題
視
さ
れ
て

い
ま
す
。

百
害
あ

っ
て

一
利
な
し
と
喫
煙
が

言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。
た
だ
、
た

ば
こ
は
依
存
性
が
高

い
の
で
、
幹

煙
の
実
行
は
難
し

い
の
も
事
実
で

す
。
禁
煙
し
た

い
の
に
や
め
ら
れ

な

い
と

い
う
人
は
、
医
療
機
関
な

ど
の
保
健
指
導
、
市
町
村
が
実
施

す
る
禁
煙
教
宣
な
ど
の
賛
煙
支
援

プ

ロ
グ
ラ
ム
を
積
極
的
に
利
用
し

ま
―し
ょ
つヽ
。

●
飲
酒
の
適
量
は
？

あ
な
た
は
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
の

適
量
を
ご
存
じ
で
す
か
？
　
純
ア

ル

コ
ー

ル
で

２０
グ

ラ

ム
程
度
、

ビ
ー
ル
な
ら
中
ビ
ン
ー
本
、
清
洒

な
ら
―
合
弱
が
、
十
日
の
通
度
な

飲
酒
量
で
す
。
連
度
な
ア
ル
コ
ー

〇
〇
〇

ル
は
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
た
リ

コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
円
滑

に
し
た
り

す
る
と

い
っ
た
利
点

が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
多
量

の
飲
酒

は
依
存
症

や
肝
障
害
、
が
ん
な
ど

の
原
因

と

も
な
り

ま
サ
。
節
度

あ
る
適
度

な

飲
酒
を

起
が
け
ま
し

ょ
う
。

一
■
毎
日
を
健
康
に
す
ご
す
た
め
に
　
一

一　
日
々
の
小
さ
な
努
力
の
積
み
重

ね
が
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
あ

・

な
た
の
健
康
を
守
り
ま
す
。
ま
ず

一

一
は
、
健
康
に
対
す
る
意
識
を
高
め

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
　
　
・

現
在
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
約
６
割
を
が
ん
、「心
臓
病
、
脳
卒
中

な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
生
活
習
慣
病

を
予
防
む
改
善
す
る
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の

「健
康
づ
く
り
」
が
重
要

で
す
。
そ
れ
で
は
、
私
た
ち
は
日
々
の
生
活
の
中
で
ど
の
よ
う
な
点
に

注
意
し
て
健
康
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
、
あ
な
た
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま

し
ょ
＞つ
。

〇
〇

〇

〇

争

▼

0

〇

〇

(7)



８
月
１４
日
（土
）
に
、
湯
沢
町

公
民
館
に
お
い
て
成
人
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
昭
和
５９
年
４
月
２

日
か
ら
６０
年
４
月
１
日
生
ま

ギ

れ
の
１
２
７
人
が
対
象
で
、
う

ち
８９
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
久
し

ぶ
り
に
会

っ
た
友
人
や
中
学

生
の
時
に
お
世
話
に
な

っ
た

先
生
と
の
再
会
を
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

沢 町 成 人 式祝 湯

⌒
―

‐

庁い
ヽヽ▼
！岳持

'｀

(■

輯V
ヽ‘

■

■
，

ゝ
翌

〕
▼
　
ゝ

・
４

・
マ

▼

お
一

黎
ｉ
ｔ

），
ィ４

一
工
一

，
　
　

Ｔヽ
〕Ｆ・

，
燕
一

rl

_ヽす  .、

瀑
亡″

■  ヽ 麟

ｉ
Ｖ

ヽ

■　

＼
手■
　
　
〕

一　
　
Ｖ

Ч
マ卓
ヒ

トゴ
脅

Ｖ

　

・

「

i煮 Iri'F≒韻
一

一〓
三

一卜一二
一一一

●:■ w

４
一．
一一
中
ド
４
・」

7再

′〕
上

■
・

、　
　
　
一■
〕
曹

‘　
Ｖ ■

▼

幣
平

′一
Ｖ
　
　
（‘
や

〉

昭
和
３０
年
代
に
活
躍
し
、
今
で

は
全
国
に
約
８０
台
し
か
な
い
ボ
ン

ネ

ッ
ト
バ
ス
が
、
広
島
県
福
山
市

の
博
物
館
か
ら
湯
沢
町
の
業
社
に

譲
渡
さ
れ
、
８
月
２０
日
（金
）
、
役
場

で
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
バ
ス
は
、
昭
和
３４
年
式
の

い
す
ゞ
製

「Ｂ
Ｘ
３
４
１
」
。
現
存

す
る
バ
ス
の
中
で
、
特
に
希
少
価

値
が
高
い
も
の
で
す
。

平
成
１４
年
、
広
島
県
内
の
空
き

地
に
放
置
さ
れ
て
い
た
バ
ス
を

「福
山
自
動
車
時
計
博
物
館
」
が
回

収
し
て
整
備
し
、
今
年
４
月
に
作

業
が
完
了
し
た
ば
か
り
で
す
。

ボンネvトパス

聰 げ

理

広報ゆざわ H16.9。 12  (8)



２
０
０
５
年
版
県
民
手
帳

予
約
受
付
中

こ
の
手
帳
は
、
日
記
欄
の
ほ

か
、
県
内
各
地
の
行
事
予
定
や

各
種
統
計
デ
ー
タ
が
満
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

【価
格
】

１
冊
４
３
０
円

（税
込
み
）

【表
紙
の
色
】

紺
、
オ
レ
ン
ジ

【サ
イ
ズ
】

縦
１
３
７

ｍｍ
●
横
８‐

ｍｍ

【申
込
期
限
】

９
月
２４
日

（金
）
ま
で

【引
渡
し
期
日
】

申
込
者
に
直
接
連
絡
し
ま

す
。【申
込
方
法
】

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【申
込

・
問
い
合
わ
せ
】
　

ギ

総
務
課
企
画
振
興
係

ＴＥＬ

７

８

４

●

３

４

５

１

テ レ ビ ド ラ マ 撮 影
の

お 知 ら せ

9月 16日から 18日 までの 3日間、湯

沢町内各地でTBS系 「月曜 ミステ
リー劇場」 (毎週月曜夜 9時～ ■時放
送)の撮影が行われます。この種の撮影

は日程が頻繁に変更になるため、詳細
がご案内できず、通行等一部ご迷惑を

かける場合もあると思われますが、ご

理解とご協力をお願いいたします。な

お、放送日は未定です。

《問い合わせ》

産業観光課商工観光係

TEL 784-4850

25 24

曹
桑
曰
鶴

６

日

９

日

１０

日日日

17 16 15 14 11
日 日 日 日 日

23 19
日 日

２６

日

３０

日

３‐

日

８

月

湯
沢
町
米
国
行
政
交
流
調
査
か
ら
帰
国

観
光
立
町
推
進
委
員
会
／
三
俣
地
域
振
興
対
策
会

議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

十
二
峠
新
ト
ン
ネ
ル
同
盟
会
監
査
／
観
光
事
業
打

ち
合
わ
せ

行
財
政
改
革
会
議
／
魚
の
つ
か
み
取
り

湯
沢
町
成
人
式

夏
ま
つ
り
本
部
開
き

と
ろ
り
こ
流
し

ボ
ン
ネ

ッ
ト
バ
ス
受
領

（広
島
県
福
山
市

・
１８
日
ま

で
）
課
長
会
議
／
三
俣
地
域
振
興
策
対
応
会
議

郡
展
／
東
橋
開
通
式
及
び
祝
賀
会
／
観
光
立
町
推

進
委
員
会

十
二
峠
新
ト
ン
ネ
ル
開
削
同
盟
会
総
会

行
政
改
革
推
進
委
員
会
／
企
業
会
計
Ｈ
ｌ５
年
度
決

算
審
査
報
告
／
第
５
回
湯
沢
町
三
俣
地
区
地
域
振

興
整
備
検
討
会
／
三
俣
未
来
ま
ち
づ
く
り
地
域
振

興
策
説
明
会

六
日
町
地
域
振
興
局
庁
舎
竣
正
式
／
巻
機
山
登
山

研
修
補
正
予
算
査
定
／
市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会
／

湯
沢
町
ス
キ
ー
場
振
興
協
議
会
委
員
会
理
事
会

議
会
／
ガ
ー
ラ
湯
沢
取
締
役
会
／
三
俣
地
域
振
興

検
討
会
談
／
病
院
運
営
審
議
会

ヤ
ミ
金
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
架
空
請
求
等
の
被
害
に
対
す
る

弁
護
士
に
よ
る
無
料
電
話
相
談

【日
時
】

９
月
の
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（祝
祭
日
は
除
く
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

【電
話
番
号
】
（９
月
中
の
特
設
電
話
）

０

２

５

●

２

２

３

●

８

２

５

２

【相
談
担
当
者
】

新
潟
県
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士

【内
容
】
　
　
　
　
　
　
　
′
　

　

，・

ヤ
ミ
金
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
架
空
請
求
等
の
被
害

【相
談
料
】
　
　
　
　
　
　
　
´

無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

【主
催
】

新
潟
県
弁
護
士
会

【後
援
】

新
潟
県

〉

(9)



鉤
歳
ま
で
２。
本
自
分

の
歯
を
守
け
、
今
後
も
丈
夫
な

歯
で
え
気

に
食

べ
て
、
い
き

い
き
会
話
を
末
永
ぐ
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。 き

t

人
生
よ
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
１６
年
度

「新
潟
県

い
き
い
き
人
生
よ
い
歯
の
コ

ン
タ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
鈴
木
　
好
松
さ
ん

（古
野
二
・

門
歳
）
が
み
ご
と
に
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す と

亀
、十
Ｌ
す
亀
ゴ
私
●
亀

「・“̈れ

“・”・猛

■
猪
●
転
■
絶
●
互
す
佐

〓
Й
デ
乾

・・・・絶

●
猛
Ｆ
猛

ｒ̈
生
■
■
●
監
●
監
〓
れ

・■
監

Ｆ
穐
“Ｆ
猛
〓

にご協力ください
0期日
9月 24日 (金 )

0時間・場所
午前 10時～正午

日本道P各公団湯沢管理事務所前

年後 1時 30分～ 3時 30分

越後湯沢駅西□広場

0問い合わせ
福祉保健課福祉係

T[L784-4560

湯沢町社会福祉協議会

T[と 784-4111

蹴

ガ :ヽガ主ィガ■Ⅲプ上
=ガ
Ⅲ!ガ■

8月 の建設工事等 万円以

デ f▼て

ゞ

|:t il; |'Iヽ

|:|十 1午 ||

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に
つ
い
て

こ
の
病
気
は
、
コ
イ

ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル

ス
に
よ
り
感
染
す
る
コ
イ
特
有
の
病
気
で

す
。特
徴
的
な
の
は
、
マ
ゴ
イ
と
ニ
シ
キ
ゴ

イ
だ
け
感
染
し
、
フ
ナ
や
金
魚
な
ど
に
は

感
染
し
な
い
こ
と
で
す
。

現
在
、
治
療
法
は
見

つ
か

っ
て
い
ま
せ

ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

．
県
で
は
、
被
害
拡
大
防
止
の
た
め
、
コ
イ

を
飼
育
し
て
い
る
方
に
、
次
の
事
に
注
意

す
る
よ
．う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

②

コ
イ
を
購
入
す
る
場
合
は
、
仕
入
先
が

明
確
等
、
信
頼
で
き
る
購
入
先
を
選
ん

で
く
だ
さ
い
。
（河
川
や
池
で
釣

っ
た
コ

イ
は
持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。
）
、

③
河
川
や
飼
育
し
て
い
る
コ
イ
で
異
常
斃

死
が
あ

っ
た
場
合
は
、
産
業
観
光
課
農

林
振
興
係

（阻
７
８
４

●
４
８
５
０
）
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

④
飼
育
し
て
い
る
コ
イ
や
死
ん
だ
コ
イ
を

川
や
池
な
ど
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

①

コ
イ
を
飼
育
す
る
場
合
は
、
安
全
を
確

認
で
き
る
コ
イ
を
ス
・手
し
て
く
だ
さ
い
。

●
詳
し
い
た
状

・
対
処
法
に
つ
い
て
は
…

新
潟
県
内
水
面
水
産
試
験
場

阻
０
２
５
８

●
２２

・
２
１
０
９

t結夢
番号 工事名等 契約金額 (円 ) 請負業者

管受第 7号 湯沢中学校校舎軒裏改修工事工事 3, 759, 000 棚小杉建設
建第 9号 松川中子川原線道路改良工事 7, 854, 000 榊森下組

広報ゆさわ H16.9.12  (10)



魚
沼
地
区
障
害
福
祉
組
合

職
員
募
集

【
戦
種

・
採
用
人
数
】

一
般
職

。
２
人

非
常
勤

一
般
職

・
２
人

【
職
務
内
容
】

魚
沼
学
園

・
魚
沼
更
生
園
入
所

者
支
援

（変
則
勤
務

・
夜
勤
あ
り
）

【資
格
】

一
般
職
は
昭
和
５２
年
４
月
２
日

以
降
、
非
常
勤

一
般
職
は
駆
和
智

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

で
、
保
育
士
、
社
会
福
社
士
、
社
会

福
社
主
事
資
格
を
有
す
る
者
又
は

見
込
み
の
者

【
採
用
予
定
日
】
　

　

　

．

平
成
１７
年
４
月
十
日

【申
込
方
法
】

所
定

の
申
込
書
と
履
歴
書

（市

販

の
も
の
）
に
姓
妥
事
項
を
記
入

の
上
、
９
月
３０
日

（木
）
ま
で
　
レ
ーこ
提

出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
試
験
内
容
】

書
類
審
査
、
面
接
試
験
、
作
文
試

験

（作
文
試
験
は

一
般
戦

の
み
）

※
選
考

日
時

′、
会
場
は
後

日
連
絡

し
ま
す
。

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

魚
沼
地
仁
障
害
福
祉
組
合

庶
務
課
　
　
　
　
　
　
　
　
／

砒
０
２
５
ｏ
７
９
２
●
０
８
４
６

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
、
快

適
な
カ
ー
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で

い

た
だ
く
た
め
の
日
常
的
な
点
検

の

実
施
方
法

・
保
守
管
理
の
た
め
の

初
歩
的
な
知
識

の
習
得
や
実
習
車

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
対
処
方
法
等

に

つ
い
て
、
プ

ロ
の
整
備
士
が
恣

切
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。
ま
た
、
白

動
車
に
関
す
る
相
談
を
覧
け
る
と

と
も
に
、
受
講
者

の
自
動
車

の
排

気
ガ
ス
チ

ェ
ッ
ク
な
ど
も
行

い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
参
加
し
て
み
て

く
だ
さ

い
。

【
日
時
】

１０
月
２
日

（土
）

午
後
―
時
３０
分
～
４
時
３０
分

【
容
場
】

六
日
町
交
通
セ
ン
ダ
ー

【
参
加
料
】

無
料

【申
込

ｏ
聞

い
合
わ

・
せ
】

ザ
ム
湯
沢
　
　

　

　

ｉ

（新
潟
県
白
動
車
整
備
振
興
榜
会

魚
沼
支
部
　
南
魚
分
会
）

砒
７
８
４
●
―
―
１
０

高
齢
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障

害
者
、
身
体
障
害
者

の
不
動
産
や

相
続
、
逮
言
、
贈
与
、
借
金

の
返
済

な
ど
に
関
わ
る
問
題
お
よ
び
介
護
、

福
社

に
関
わ
る
問
題
を
、
司
法
書

士
と
社
会
福
祉
士
が
電
話
に
よ
る

相
談
を
受
け
て
、
問
題
解
決

の
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

成
年
後
見
申
立
及
び
介
護
保
険

に
関
す
る
質
問

に
も
お
答
え
し
ま

す
。【日

時
】

９
月
２３
日

（木
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

【
面
談
会
場
】

・
な
が
お
か
市
民
セ
ン
ダ
１
２
階

長
岡
市
大
手
通
２

１
２

１
６

砒
０
２
５
８

●
３３

・
２
３
２
０

（当
日
の
み
）

※
面
談

に
よ
る
相
談
は
予
約
制
で

す
。
面
談

を
希

望

す
る
方

は
、

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
い
が
た

（ＴＥＬ
０
２
５

●
２
２
８

●
Ｉ
７
２

７
）
へ
事
前

に
ご
予
約
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
、
棋
密
は
厳

守
し
ま
す
。

砂
防
工
事

の
施
工
に
あ
た

っ
て

は
、
自
然
環
境

の
保
全

に
配
慮
し

つ
つ
行

っ
て

い
ま
す
が
、
工
事

に

伴

っ
て
蜂
妥
最
小
限

の
樹
木

の
伐

採
が
行
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
ベ

こ
の
伐
採
樹
木
は
木
材
と
し
て

価
値

の
あ
る
も

の
に

つ
い
て
は
、

有
効
活
用
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ

以
外

の
部
分
に
つ
い
て
は
産
業
廃

乗
物
と
し
て
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

中

に
は
、
木

工
細

工
や
キ
ノ
コ
栽

培
の
原
木

・
薪
材
な
ど
に
十
分
活

用
で
き
る
品
質

の
文

い
木
材
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
の
木
材
を
仮
置
き
場
ま
で
取

り
に
来
て

い
た
だ

い
た
方
に
無
料

で
差
し
上
げ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
聞

い
合
わ
せ
く
だ

共
】
い
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

湯
沢
砂
防
事
務
所
定
設
監
督
官

ＴＥＬ

７

８

４

●

２

９

２

６

【
会
場

。
期
日
】

。
新
潟
県
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館

Ｈ
月
１８
日

（木
）
。
１９
日

（金
）

ｏ
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
ダ
ー
新
潟

‐２
月
２
日

（木
）
・
３
日

（金
）

【定
員
】

５０
人

※
定
員

に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま

キ

ツ

。

凩
受
講
料
】

８
　
０
０
０
円

（教
材
代
含
ま
な

い
）

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

（社
）
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
新
潟
支

部

（新
潟
県
ト
ラ

ッ
ク
総
合
会
館

内
）ＴＥＬ

０

２

５

●
２

８

０

ｏ
Ｏ

１

０

０

)   
〉

■湯沢町の交通事故発生状況■

◎高齢者が抜害にあう交通事故が後を

絶ちません。

高齢者と自転草を見ガけたら、常に

危険予測をしましよう。

突然行きたい方向へ曲がることもし

ばしば !

特に、高齢者は行動ガゆつくりなの

で、急な反応ガできません。

本年 昨年 増減

発 生 件 数 38イ牛 41件 -3件

死 亡 者 0人 2人 -2人

負 傷 者 数 65人 54人 +41人

(1月 1日 ～ 8月 31日 )

マ
イ
カ
ー
点
検
教
室

ン
ル
バ
１
１
１
０
番

砂
防
工
事
現
場
の
発
生
木
材
を

無
料
で
お
譲
り
し
ま
す

普
通
第

一
種
圧
力
容
器
取
扱

作
業
主
任
者
技
能
講
習

(11)



9月の救急診療当番の変更
9月 25日 (土)の救急診療当番に、変更がありましたのでお知らせします。

考
、
そ
の
他
は

一
般
選
考
を
実
施
）

・
三
条
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

生
産
シ
ス
テ
ム
科
　
　
　
‘

・
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

建
築
科
、
左
官
科

【受
付
期
間
】

・
推
薦
選
考

９
月
１７
日

（金
）
～

１０
月

十
日

（金
）
。
一
般
選
考

１０
月

１５
日

（金
）
～

１０
月

野
日

（金
）【選
考
日
】

・
推
薦
選
考

レ

１０
月
８
日

（金
）

。
一
般
選
考

１０
月
１８
日

（月
）

【聞

い
合
わ
せ
】

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

ＴＥＬ

０

２

５

●
７

９

４

●
２

４

卜

０

無
料

※
１０
月
以
降
の
予
定
は
随
時
広
報

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【聞

い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
社
会
福
社
協
議
会

ＴＥＬ

７

８

４

●

４

１

１

１

湯
」
及
び

「宿
場

の
湯
」
の
定
休
日

に
あ
た
り
ま
す
が
、
体
ま
ず
営
業

し
ま
す
。

な
お
、
「駒
子
の
湯
」
及
び

「宿

場

の
湯
」
の
振
替
休
日
は
、
１０
月
―

日

（金
）
に
な
り
ま
す
。

【聞

い
合
わ
せ
】

（財
）
湯
沢
町
都
市
施
設
公
社

砒
７
８
４

●
１
５
１
１

（原
新
田
）

（十
日
町
市
）

【
募
集
科
騒
】

○
高
等
学
校
卒
業
者
対
象
科

・
新
潟
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

Ｎ
Ｃ
機
械
科
、
白
勤
卑
整
備
科
、

電
気

シ
ス
テ
ム
科

。
上
逮
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

自
動
車
整
備
科
、
メ
カ
ト

ロ
ニ

ク
ス
科
♪
ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科
、

Ｏ
Ａ
事
務
科
　
　
　
　
　
　
′

・
三
条
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

メ
カ
ト

ロ
ニ
ク
ス
科
、
工
業
デ

ザ
イ
ン
科

・
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

電
気
施
設
科

○
義
務
教
育
修
了
者
以
上
対
象
科

（高
卒
予
定
者

に
つ
い
て
は
推
薦
選

９
月
２３
日

（木
）
は
、

「駒
子
の

ご
結
婚
占
め
て
こ
う
ご
ぜ
い
書
寸

８
月
２７
日

　

野
村

（根
津
）

一得
　
さ
ん

尚
子

さ
ん

身
体
の
疲
れ
、
コ
リ
、
腰
が
童

い
、

一肩
が
痛
く
て
上
が
り
づ
ら

い
方
等

の
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
期
日
】

９
月
２２
日

（水
）
、
野
日

（水
）

【
時
間
】

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

【場
所
】

総
合
福
祉
セ
ン
ダ
ー

【
参
加
料
】

Ａ
誕
生
占
め
で
こ
う
ご
ぜ
い
書
寸

８
月
１２
日

　

本
間
　
　
大
将

さ
ん
　
　
（中
子
、
寿

一
・
裕
子
さ
ん
）

８
月
２６
日

　

田
村

　

信
明

さ
ん

　

（石
白
、
６２
歳
）

８
月
２８
日

　

一口同
橋

　
キ
ヨ
エ
さ
ん

　

（上
熊
野
、
７０
歳
）

８
月
２９
日

　

南
雲

　

ヨ
キ
オ
さ
ん

　

（原
、
８０
歳
）

８
月
３０
日

　

宮
下
　
そ
の
い
さ
ん

　

（下
中
、
７７
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

日 受 付 時 間 内  科 外  科

25①
12:00  ～ 18:00

18:(Xl～翌朝 6:(Xl

米 倉 医 院

ゆきぐに大和総合病院

団 778-1121

団石T-21■

ゆきぐに大和総合病院

ゆきぐに大和総合病院

県
立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

平
成
１７
年
度
生
募
集

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

下水道事業受益者負担

納期限は、9月 30日①です。

□座振替納付の方は、9月 28日 のにヨ|き落とし

させていただきます。

※納付は、便利な「□座振替制度」もあります

ぜひ、ご利用ください

税

料

金

(

(

(

▲
フ

第 2期 )
第 2期 )

第 3

高
齢
者
整
体
の
お
知
ら
せ

９
月
２３
日
は
営
業
し
ま
す

～
町
共
同
浴
場
～

ヒ

申

し

ま

広報ゆざわ H16.9.12  (12)


